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小
紙
創
刊
40
周
年
お
礼

平
素
は
拙
い
内
容
の
小
紙
「
神
楽
坂
だ
よ
り

お
い

な
い
通
信
」
を
ご
愛
読
を
賜
り
、
有
難
く
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

９

月
号
を
以
っ
て
創
刊
40
周
年
を
案
内
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
親
戚
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
ご
活

躍
の
知
人
、
友
人
の
皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
電
話
、

お
は
が
き
、
お
手
紙
、
Ｐ
Ｃ
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
媒
体
な

ど
で
心
温
ま
る
お
礼
の
お
言
葉
、
励
ま
し
な
ど
を
い
た

だ
き
感
謝
、
感
激
の
一
カ
月
間
で
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
10
月

寒
露

東
村
篤
（
紙
小
路
篤
麿
）

10
月
22
日
付
で
10
月
号
の
編
集
発
行
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
が
、
10
月
８
日
、
小
紙
を
編
集

中
、
突
然
、
保
存
の
際
、
「
ワ
ー
ク
フ
ァ
イ
ル

エ
ラ
ー
」
と
画
面
表
示
さ
れ
以
後
、
書
き
込
み

が
不
能
と
な
り
ま
し
た
。

使
用
し
て
お
り
ま
す
編
集
ソ
フ
ト
「
編
集
長
」

の
発
売
元
ソ
ー
ス
ネ
ク
ス
ト
㈱
カ
ス
タ
マ
ー
セ

ン
タ
ー
へ
照
会
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

期
間
満
了
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
判
明
、

ソ
フ
ト
を
最
新
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
ア
ッ
プ
更
新
、

そ
れ
で
も
解
決
に
至
ら
ず
、
編
集
を
断
念
、
使

用
す
る
Ｐ
Ｃ
環
境
を
変
更
、
「
保
存
フ
ァ
イ
ル
」

を
も
変
更
い
た
し
ま
し
た
関
係
で
、
10
月
号
は
、

１
面
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
東
村
）

編
集
発
行
お
詫
び

近鉄が伊勢神宮初詣でに名阪特急「ひのとり」
を臨時３往復伊勢へ運行

近畿日本鉄道㈱は、大晦日から元旦にかけては、一部の線区を

除き終夜運転を実施するほか、臨時特急列車「ひのとり」を大阪

難波・近鉄名古屋～五十鈴川間で各3往復運転します。

12月28日(土)～1月5日(日)までは土休日ダイヤで運転。12月31

日(火)～1月5日(日)までの特急券は12月1日(日)の10時30分から発

売されます。

https://www.atpress.ne.jp/releases/416299/att_416299_1.pdf

論
文
「
伊
勢
商
人
か
ら
広
報
の
原

風
景
を
探
る
」
を
執
筆
中

ア
ナ
ロ
グ
で
し
か
な
い
社
会
に
お
い
て
広
報
と
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
江
戸
時
代
の
代
表
的
伊
勢
商
人

を
取
材
調
査
し
て
広
報
の
原
点
な
る
も
の
を
探
っ
て

み
ま
し
た
。

中
で
も
、
社
是
の
精
神
は
店
員
・
社
員
間
で
共
有
、

社
風
と
し
て
醸
成
・
昇
華
、
今
日
の
イ
ン
タ
ー
ナ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
点
と
言
え
よ
う
。

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
國
分
家
、
竹
口
家
、
長

谷
川
家
、
三
井
家
、
小
津
家
に
お
い
て
も
同
様
に

「
帳
目
・
家
訓
」
の
徹
底
・
継
承
に
広
報
の
原
点
が

見
ら
れ
る
こ
と
は
大
い
に
注
目
で
き
る
点
で
す
。

生
活
の
中
で
の
仏
教
用
語
で
「
三
次
元
の
世
界

に
あ
る
も
の
は
、
地
上
の
も
の
に
は
す
べ
て
誕
生

の
時
が
あ
り
、
発
育
、
成
長
の
時
が
あ
り
、
不
調
、

衰
退
の
時
が
あ
り
、
解
体
、
消
滅
の
時
と
い
う
４

つ
の
過
程
を
必
ず
経
る
「
生
々
流
転
の
法
則
」
が

あ
り
生
命
あ
る
も
の
に
は
内
包
し
て
い
ま
す
。
釈

迦
の
「
諸
行
無
常
」
に
通
ず
る
も
の
で
す
。

今
日
の
広
報
と
の
違
い
は
「
品
格
」
を
重
ん
じ

て
の
経
営
姿
勢
、
倫
理
が
見
ら
れ
ま
す
。

特
に
戦
後
の
米
国
を
中
心
と
し
た
唯
物
的
思
想

は
、
も
は
や
限
界
に
近
い
。
次
代
は
、
唯
心
的
思

想
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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再
び
大
衆
迎
合
主
義
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
「
米
国
第
一
主
義
」
の

ト
ラ
ン
プ
を
選
択
の
大
統
領
選
、

そ
の
束
の
間
、
イ
ン
フ
レ
沈
静

化
し
た
と
判
断
し
た
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
、

０
．
２
５
％
利
下
げ
を
実
施
。

「
歴
史
」
を
振
り
返
る
こ
と

も
な
く
「
数
値
」
指
標
を
主
体

に
意
思
決
定
す
る
米
国
の
選
択

は
時
代
の
終
焉
と
み
ま
す
。

筆
者
は
、
『
知
的
資
産
経
営

の
時
代
』(

銀
座
個
人
書
店
刊
・

絶
版)

で
「
世
界
恐
慌
の
背
景

と
本
質
に
つ
い
て
を
記
し
世
に

問
い
ま
し
た
」
。
ま
た
ま
た
、

懲
り
な
い
面
々
た
ち
が
操
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
世
界
恐
慌

を
教
訓
に
１
９
３
３
年
に
法
制

化
さ
れ
た
「
銀
行
と
証
券
の
分

離
」
い
わ
ゆ
る
グ
ラ
ス
・
ス
テ
ィ
ー

ガ
ル
法
で
し
た
。
デ
フ
レ
不
況

に
陥
っ
た
米
国
は
、
脱
却
後

「
黄
金
の
６
０
年
代
を
謳
歌
」

１
９
７
１
年
８
月
、
米
国
は
、

ド
ル
と
金
と
の
交
換
を
停
止
、

以
来
、
不
兌
換
紙
幣
の
基
軸
通

貨
の
ド
ル
を
通
貨
供
給
量
に
よ
っ

て
増
刷
あ
る
い
は
金
利
高
で
市

場
か
ら
の
回
収
で
調
整
を
し
て

い
ま
す
。

１
９
９
９
年
、
同
法
を
廃
案
、

廃
止
。
し
か
る
に
ま
た
も
や
２

０
０
８
年
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
投
資
会
社
が
経
営
破
た

ん
（
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
）

で
「
銀
行
と
証
券
の
分
離
」
撤

廃
の
う
ち
銀
行
・
証
券
の
自
己

勘
定
取
引
だ
け
を
制
限
、
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。
我
が
国
は
、

日
銀
植
田
総
裁
が
、
７
月
、

「
イ
ー
ジ
ー
マ
ネ
ー
構
造
時
代

の
終
わ
り
」
を
宣
言
の
英
断
を

下
し
ま
し
た
。

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
デ
フ

レ
か
ら
の
脱
却
を
目
的
と
し
て

こ
れ
ま
で
の
日
銀
の
金
融
政
策

は
、
異
次
元
と
も
言
わ
れ
た
超

低
金
利
の
ゼ
ロ
金
利
な
ど
金
融

緩
和
を
断
行
し
て
き
ま
し
た
が

結
果
と
し
て
「
失
わ
れ
た
30
年
」

と
な
り
ま
し
た
。
日
米
金
利
差

を
為
替
取
引
で
誘
導
、
一
面
、

米
国
経
済
を
支
え
る
イ
ー
ジ
ー

マ
ネ
ー
の
構
造
で
し
た
。

今
後
は
、
日
銀
植
田
総
裁
の

下
、
我
が
国
が
主
体
と
な
っ
て

歪
な
金
融
構
造
を
是
正
、
デ
フ

レ
脱
却
、
２
％
の
経
済
成
長
を

目
指
し
、
物
価
高
を
賃
金
高
で

吸
収
の
適
度
な
イ
ン
フ
レ
へ
の

好
循
環
を
狙
い
「
米
国
の
ポ
チ
」

属
国
で
は
な
い
独
自
性
を
発
揮

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

昨
今
の
米
国
の
動
向
は
、
世

界
の
夜
警
国
家
、
民
主
主
義
国

家
と
は
言
え
な
い
範
と
す
べ
き

点
は
少
な
く
大
国
の
残
像
が
大

き
い
。
実
像
よ
り
も
虚
像
を
み

て
い
る
と
言
え
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
化
、
ネ
ッ
ト
化
で
一
体
化
し

た
世
界
情
報
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
寡
占
状
態
の
世
界
は
、
あ
の

１
０
０
年
ほ
ど
前
の
世
界
恐
慌

の
前
夜
と
酷
似
し
て
み
え
ま
す
。

「
辰
巳
」
の
ジ
ン
ク
ス
で
す
ね
。

辰
巳
で
売
れ
ば
蔵
が
建
つ

恐
慌
待
つ
干
支
ジ
ン
ク
ス

１
９
２
９
年
に
酷
似
・
危
う
い
米
国

データ出所：平野技術士事務所代表 平野滋※過去のデータであって将来を保証するものではありません。



お
伊
勢
さ
ん
の
歳
時
記

令
和
６
年
・
紀
元

２
６
８
４
年
甲
辰

11
月

霜
月

23
～
29
日

新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）

豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）

大
御
饌

23
日

午
前
４
時

奉
幣

23
日

午
前
７
時

皇
大
神
宮
（
内
宮
）

大
御
饌

23
日

午
前
11
時

奉
幣

23
日

午
後
２
時

宮
中
の
神
嘉
殿
に
お
い
て
、
天
皇
陛
下
御
親
ら
新
嘗
祭
を
執
り

行
わ
せ
ら
れ
る
の
に
際
し
、
神
宮
へ
勅
使
を
御
差
遣
に
な
り
幣
帛

が
奉
ら
れ
ま
す
。
神
宮
で
は
天
照
大
御
神
を
は
じ
め
と
す
る
神
々

に
神
饌
を
お
供
え
す
る
大
御
饌
の
儀
が
行
わ
れ
、
続
い
て
勅
使

が
天
皇
陛
下
の
幣
帛
を
奉
る
奉
幣
の
儀
が
行
わ
れ
ま
す
。
新
嘗
祭

は
両
正
宮
に
引
き
続
き
29
日
ま
で
、
す
べ
て
の
宮
社
で
執
り
行
わ

れ
ま
す
。

30
日

大
祓

午
後
３
時

12
月
の
月
次
祭
に
先
立
ち
、
大
宮
司
以
下
の
神
職
・
楽
師
を
祓

い
清
め
る
儀
式
で
す
。

12
月

１
日

御
酒
殿
祭

午
前
10
時

内
宮
神
楽
殿
の
東
側
に
隣
接
す
る
御
酒
殿
に
お
い
て
、
12
月
の

月
次
祭
の
由
貴
大
御
饌
に
お
供
え
す
る
御
料
酒
（
白
酒
・
黒
酒
・

醴
酒
・
清
酒
）
が
う
る
わ
し
く
醸
成
で
き
る
よ
う
祈
願
し
、
あ
わ

せ
て
全
国
酒
造
業
の
繁
栄
を
お
祈
り
し
ま
す
。

15
日

興
玉
神
祭

月
次
祭
の
奉
仕
に
あ
た
り
、
御
卜
に
先
立
ち
内
宮
御
垣
内
西
北

隅
に
鎮
座
す
る
地
主
の
神
、
興
玉
神
を
お
祀
り
し
ま
す
。

15
日

御
卜
（
み
う
ら
）
午
後
４
時

皇
大
神
宮

月
次
祭
奉
仕
の
神
職
が
、
奉
仕
直
前
に
神
の
御
心
に
か
な
う
か
ど

う
か
を
お
う
か
が
い
す
る
行
事
で
す
。

15
～
25
日

月
次
祭
（
つ
き
な
み
さ
い
）

豊
受
大
神
宮

由
貴
夕
大
御
饌

15
日

午
後
10
時

由
貴
朝
大
御
饌

16
日

午
前
２
時

奉
幣

16
日

正
午

皇
大
神
宮

由
貴
夕
大
御
饌

16
日

午
後
10
時

由
貴
朝
大
御
饌

17
日

午
前
２
時

奉
幣

17
日

正
午

12
月
の
月
次
祭
は
、

10
月
の
神
嘗
祭
・
６
月
の
月
次
祭
と
共

に
「
三
節
祭
」
と
呼
ば
れ
る
神
宮
の
最
も
由
緒
深
い
祭
典
で
す
。

浄
闇
の
中
、
午
後
10
時
と
午
前
２
時
の
二
度
に
わ
た
っ
て
由
貴
大

御
饌
の
儀
が
、
明
く
る
正
午
に
は
奉
幣
の
儀
が
行
わ
れ
、
皇
室
の

弥
栄
、
五
穀
の
豊
穣
、
国
家
の
隆
昌
、
並
び
に
国
民
の
平
安
を
祈

願
し
ま
す
。

祭
典
は
、
両
正
宮
に
引
き
続
き1

2

月2
5

日
ま
で
、
別
宮
を
は

じ
め
摂
社
、
末
社
、
所
管
社
に
至
る
す
べ
て
の
お
社
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
す
。

31
日

大
祓

午
後
３
時

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
大
宮
司
以
下
の
神
職
・
楽
師
を
祓

い
清
め
る
儀
式
で
す
。
ま
た
同
日
神
宮
司
庁
等
で
す
べ
て
の
神
宮

の
職
員
を
祓
い
清
め
ま
す
。

一
般
参
拝

午
前
５
時
～
午
後
５
時

御
祈
祷

両
宮
と
も
午
前
８
時
～
午
後
４
時

（
ご
奉
仕
８:

30
～
）

祭
典
は
、
参
拝
時
間
内
で
は
奉
拝
で
き
ま
す
。

日
別
朝
夕
大
御
饌
祭

外
宮
御
饌
殿
毎
朝
夕

神
馬
牽
参

１
日(

日)

、
11
日(

水)

、
21
日(

土)

両
宮
ご
正
宮

午
前
８
時
過
ぎ

※
「
３
密
」
回
避
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
拝
に

あ
た
っ
て
は
神
宮
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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話
題

伊
勢
神
宮
ご
神
宝
、

な
ぜ
ト
キ
の
羽
根
？

【
石
川
穴
水
】
伊
勢
神
宮

の
ご
神
宝
「
須
賀
利
御
太

刀
（
す
が
り
の
お
ん
た
ち
）
」

に
、
な
ぜ
ト
キ
の
羽
根
が

飾
ら
れ
て
い
る
の
か
。
石

川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
名

誉
館
長
で
歴
史
学
博
士
の

四
柳
嘉
章
さ
ん
（
75
）＝

同
県
穴
水
町
川
島＝

は
、

平
安
時
代
に
身
分
の
高
い

人
が
用
い
た
朱
色
の
漆
器

同
様
、
似
た
色
の
羽
を
持

つ
ト
キ
が
高
貴
な
存
在
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
関
連
す
る
と
い
う
新
説

を
提
唱
し
た
。
八
日
に
同

町
内
浦
の
「
の
と
ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
」
で
開

か
れ
た
本
州
最
後
の
ト
キ

「
能
里
（
の
り
）
」
を
思

う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
明
か

し
た
。
（
中
日
新
聞
電
子

版
２
０
２
２
年
１
月
16
日

13
時
26
分
更
新
・
森
本
尚

平
）.

..

話
の
泉

２
０
３
４
年
10
月

お
か
げ
年
御
開
帳

伊
勢
神
宮
と
深
く
関
わ
る

金
剛
證
寺
の
秘
仏
・
虚
空

蔵
菩
薩
、
20
年
に
１
度
の

ご
開
帳
が
２
０
３
４
年
、

10
年
後
、
伊
勢
神
宮
と
深

く
関
わ
る
歴
史
を
有
す
る

金
剛
證
寺
（
こ
ん
ご
う
し
ょ

う
じ
・
伊
勢
市
朝
熊
町
）

の
秘
仏
・
本
尊
「
福
威
智

満
虚
空
蔵
大
菩
薩
（
ふ
く

い
ち
ま
ん
こ
く
ぞ
う
だ
い

ぼ
さ
つ
）
」
（
ご
本
尊
の

左
手
人
差
し
指
と
繋
が
る

５
色
の
糸
を
示
す
・
出
口

眞
人
執
事
長
）
が
一
般
公

開
（
ご
開
帳
）
さ
れ
ま
す

（
２
０
３
４
年
10
月
１
日

～
21
日
）
。
遷
宮
の
翌
年
。

金
剛
證
寺
は
、
伊
勢
志

摩
で
最
も
高
い
標
高
５
５

５
メ
ー
ト
ル
朝
熊
（
あ
さ

ま
）
岳
の
頂
上
付
近
に
立

ち
、
欽
明
天
皇
の
頃
に
暁

台
上
人
に
よ
っ
て
創
建
さ

れ
ま
し
た
。
伊
勢
志
摩
経

済
新
聞20

24
.1

0
.0

7
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秋
バ
テ
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

【
霞
が
関
】
厚
生
労
働
省

で
は
、
今
年
の
記
録
的
な
猛

暑
で
の
熱
中
症
続
出
に
続
き

秋
に
な
っ
て
も
だ
る
い
、
疲

れ
や
す
い
、
食
欲
不
振
、
胃

腸
の
不
調
、
立
ち
眩
み
、
め

ま
い
、
肩
こ
り
、
頭
痛
な
ど

の
症
状
に
見
舞
わ
れ
て
い
る

方
が
多
く
な
っ
て
お
り
「
秋

バ
テ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
」

と
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、
自
律
神
経

の
乱
れ
で
す
。
私
た
ち
の
体

に
は
、
交
感
神
経
と
副
交
感

神
経
の
２
つ
が
あ
り
季
節
の

変
わ
り
目
の
気
温
差
（
今
年

は
10
度
ほ
ど
と
少
な
い
）
や

気
圧
の
変
化
に
体
が
対
応
し

き
れ
ず
、
自
律
神
経
が
乱
れ

が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
に

夏
の
疲
れ
が
蓄
積
す
る
と
体

温
調
節
や
血
液
循
環
・
代
謝

機
能
に
も
影
響
し
、
全
身
に

様
々
な
症
状
が
現
れ
て
来
る

の
で
す
。

「
秋
バ
テ
」
の
主
な
原
因

は
、
こ
の
自
律
神
経
の
バ
ラ

ン
ス
の
崩
れ
で
す
が
、
内
臓

の
冷
え
、
夏
の
間
に
冷
た
い

も
の
を
摂
り
す
ぎ
る
と
、

「
内
臓
冷
え
」
が
起
こ
り
ま

す
。
内
臓
を
冷
や
し
て
い
る

と
、
秋
に
な
っ
て
も
下
痢
、

便
秘
、
食
欲
不
振
な
ど
消
化

器
症
状
が
で
や
す
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
で
長
時
間
同
じ
姿
勢
で
過

ご
す
と
全
身
の
血
液
の
流
れ

が
悪
く
な
り
、
免
疫
力
も
下

が
り
風
邪
を
引
き
や
す
く
な

り
ま
す
。

日
本
成
人
病
予
防
協
会
で

は
、
「
秋
バ
テ
」
対
策
と
し

て
以
下
の
生
活
習
慣
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

①
基
礎
代
謝
量
の
問
題
、
②

日
照
時
間
の
短
さ
で
睡
眠
の

質
、
食
欲
ホ
ル
モ
ン
が
食
事

リ
ズ
ム
を
狂
わ
し
ま
す
、
③

睡
眠
リ
ズ
ム
を
狂
わ
す
秋
の

夜
長
の
落
と
し
穴
、
ホ
ル
モ

ン
リ
ズ
ム
を
整
え
て
、
食
欲

の
秋
を
快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。
⓸
朝
は
し
っ
か
り
と
太

陽
の
光
を
浴
び
ま
し
ょ
う
、

⑤
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ

ン
グ
な
ど
の
リ
ズ
ム
運
動
を

し
ま
し
ょ
う
、
⑥
40
度
ぐ
ら

い
の
ぬ
る
め
の
お
湯
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
こ
と
で
自
律
神
経

の
乱
れ
を
整
え
る
と
と
も
に
、

血
液
の
循
環
も
良
く
な
り
入

浴
か
ら
睡
眠
時
間
の
確
保
を

し
ま
し
ょ
う
、
⑦
食
事
の
際

に
は
、
温
か
い
味
噌
汁
や
ス
ー

プ
な
ど
を
摂
り
、
セ
ロ
ト
ニ

ン
効
果
の
食
品
・
ト
リ
プ
ト

フ
ァ
ン
を
意
識
し
て
食
べ
免

疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
、
⑧

ゆ
っ
く
り
、
し
っ
か
り
と
噛

ん
で
満
腹
に
基
礎
代
謝
量
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

、

話
題我

が
人
生
の

礎
は
読
売
新
聞

11
月
２
日
、
読
売
新
聞
は

創
刊
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
の
読
売
新
聞
が
創

設
し
た
読
売
育
英
奨
学
生
制

度
が
「
60
周
年
」
と
な
り
11

月
23
日(

土
・
勤
労
感
謝
の

祝
日)

に
は
、
東
京
日
本
橋

で
記
念
総
会(

９
月
15
日
大

阪
天
満
橋
会
場)

が
開
催
さ

れ
ま
す
。

小
職
は
、
そ
の
三
期
生
、

学
園
紛
争
の
最
中
、
“
不
屈
・

自
立
・
自
学
”
を
貫
い
た
強

靭
な
心
身
に
今
日
が
あ
り
ま

す
。思

え
ば
、
家
業
「
写
真
館
」

を
継
が
な
か
っ
た
こ
と
で
自

立
・
自
学
を
選
択､

10
年
余

「
新
聞
少
年
」
で
し
た
。

当
時
は
、
団
塊
の
世
代
の

同
世
代
間
競
争
で
大
学
入
試

と
と
も
に
、
い
や
、
そ
れ
以

上
に
狭
き
門
「
奨
学
生
」
選

抜
で
し
た(

爆
笑)

。

今
、
「
社
振
環
Ｉ
Ｓ
Ｅ
お

い
な
い
３
」
事
業
活
動
を
通

し
て
微
力
な
が
ら
地
域
社
会

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
？(

笑)

。

毎
週
日
曜
日
18
時
か
ら
30
分

間
開
催
の
「
Ｓ
＆
Ｇ
」
勉
強
会

は
、
財
産
形
成
、
身
上
監
護
を

主
体
に
様
々
な
領
域
に
及
び
好

評
で
す
。
リ
モ
ー
ト
形
式
で
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
利
用
、
入
退
室
は
自
由
、

関
心
が
お
有
の
テ
ー
マ
、
話
題

だ
け
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽

に
傾
聴
く
だ
さ
い
。

生
活
防
衛
色
強
ま
る
秋

主
食
の
お
米
と
と
も
に
野

菜
の
高
い
の
に
は
び
っ
く
り

で
す
ね
。
キ
ャ
ベ
ツ
４
５
０

円
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
３
５
０

円
、
大
根
２
５
０
円
、
そ
れ

に
バ
ス
、
電
車
な
ど
の
運
賃

が
一
部
で
12
月
か
ら
改
定
、

値
上
げ
と
な
り
ま
す
。
物
価

と
賃
金
の
値
上
が
り
の
好
循

環
で
適
度
な
イ
ン
フ
レ
へ
が

確
実
視
と
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
賃
金
・
年
金
以
上
に
諸

物
価
の
値
上
が
り
は
生
活
防

衛
色
を
強
め
ま
す
ね
。



第62回式年遷宮後のお伊勢さん年越し・初詣で数と日経平均株価との関係性 単位：人

和暦 西暦 主なイベント 1月1日 1月2日 1月3日 3が日計 前年比増減 日経平均株価当年終値 判定

平成25年 2013年 發巳 遷宮 292,140 176,430 143,198 611,768 #REF! 16,291.31 ↗　　〇

平成26年 2014年 甲午 おかげ年 309,398 187,031 187,251 683,680 1.118 17,450.77 ↗　　〇
平成27年 2015年 乙未 240,036 105,082 122,015 467,133 0.683 19,033.71 　　　×
平成28年 2016年 丙申 伊勢志摩サミット 214,562 146,965 122,495 484,022 1.036 19,114.37 ↗　　〇
平成29年 2018年 丁酉 お伊勢さん菓子博 211,244 148,222 130,972 490,438 1.013 22,764.94 ↗　　〇
平成30年 2018年 戌戌 222,568 142,355 116,828 481,751 0.982 20,014.77 ↘　　〇

平成31年 2019年 己亥
改元・大嘗祭・親謁の
儀

231,940 145,674 135,498 513,112 1.065 23,656.62 ↗　　〇

令和2年 2020年 庚子 新型コロナウィルス 255,007 153,185 152,128 560,320 1.092 27,444.17 ↗　　〇
令和3年 2021年 辛丑 新型コロナウィルス 65,535 59,076 45,914 170,525 0.304 28,791.71 想定外×

令和4年 2022年 壬寅
新型コロナウィルス、
ロシアがウクライナに
侵攻

133,760 106,630 91,859 332,249 1.948 26,094.50 ↘　  ×

令和5年 2023年 發卯
新型コロナ分類「5」
変更

173,652 108,345 93,382 375,379 1.130 33,464.17 ↗　　〇

令和6年 2024年 甲辰
能登半島大地震、JAL
機と海上保安庁機衝突
炎上

183,129 116,795 77,087 377,011 1.004 38,642.91 ↗　　〇

1,082,462 715,265 635,609 2,433,336
データ出所：JPX東京証券取引所HP、伊勢市観光統計・出典資料提供「神宮司庁」注：1月1日は、大晦日20:00以降　2024年は、11月14日終値現在。　作成：筆者
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研究員だより
編集発行人

東村 篤（JSPS日本学術振興会）
四日市大学研究機構環境技術研究所研究員

（一社）事業と相続の駆け込み寺プロフェ

ショナルチームメンバー

（一社）国際CCO交流研究所理事主任研究員
（一社）全国元気まち研究会研究員

日本広報学会/四日市大学学会

★
都
バ
ス
の

到
着
を
待
っ

て
い
ま
す
と

「
電
光
案
内

表
示
盤
」
か
ら

「
ま
も
な
く
０
１
系
統
新
橋
駅
前
行

き
が
到
着
い
た
し
ま
す
。
し
ば
ら
く

お
待
ち
く
だ
さ
い
」
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
音
声
が
流
れ
ま
す
。
★
お
や
っ
、

ま
も
な
く
は
、
バ
ス
到
着
ま
で
の

「
間
」
も
「
無
」
な
く
で
時
間
を
指

し
て
い
る
と
理
解
し
ま
す
。
し
ば
ら

く
は
、
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
時
刻

か
ら
バ
ス
到
着
ま
で
の
待
ち
時
間
」

と
理
解
し
ま
す
。
★
「
し
ば
ら
く
」

は
、
す
ぐ
で
は
な
く
、
一
時
と
か
、

ほ
ん
の
少
し
の
間
と
辞
典
に
は
表
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
決
し
て
「
し
ば
ら

く
到
着
し
ま
す
と
は
言
わ
な
い
。
」

ま
も
な
く
と
し
ば
ら
く
と
は
時
間
・

基
点
感
覚
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

◆
一
つ
の
単
語
・
キ
ー
ワ
ー
ド
に
も

幾
通
り
も
表
現
の
仕
方
が
あ
っ
て
日

本
語
の
難
し
さ
で
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
「
風
」
微
風
も
あ
れ
ば
台
風

も
あ
り
、
実
に
２
、
１
４
５
通
り
の

語
表
現
が
存
在
す
る
の
で
す
。
「
雨
」

も
同
様
に
実
に
１
、
１
９
０
語
の
表

現
が
あ
り
ま
す
。
★
大
陸
か
ら
分
離

し
た
島
国
ニ
ッ
ポ
ン
は
、
縄
文
時
代

の
古
代
の
日
本
人
の
暮
ら
し
は
自
然

と
の
戦
い
「
リ
ス
ク
と
の
隣
合
わ
せ
」

だ
っ
た
の
で
す
ね
。
漢
字
が
中
国
か

ら
伝
わ
る
ま
で
の
我
が
国
の
言
葉
は

「
風
と
雨
」
に
象
徴
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
★
時
候
の

起
こ
し
言
葉
や
季
節
の
変
化
、
自
然

現
象
に
対
す
る
日
本
人
の
際
立
っ
た

「
感
受
性
」
は
、
世
界
の
中
で
も
特

異
性
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
特
異

な
「
自
然
と
人
間
と
の
共
生
」
の
基

底
の
精
神
文
化
は
、
鎖
国
下
の
江
戸

時
代
に
お
い
て
庶
民
に
ま
で
成
熟
、

世
界
で
も
「
識
字
力
」
の
高
さ
が
寺

子
屋
で
の
教
育
、
社
寺
やm

祭
り
な
ど

を
通
し
て
醸
成
、
開
花
し
た
の
で
す
。

★
ア
ナ
ロ
グ
で
し
か
存
在
し
な
い
江

戸
時
代
に
お
い
て
芝
居
や
落
語
、
文

楽
、
狂
言
な
ど
を
通
し
て
普
及
、
啓

発
し
て
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
★
年
・

ト
シ
は
、
稲
作
の
周
期
で
「
稔
・
収

穫
」
１
年
の
循
環
を
稲
作
の
始
め
と

終
わ
り
に
結
び
つ
け
、
年
・
ト
シ
の

初
め
に
田
の
神
を
迎
え
て
種
を
蒔
き
、

山
・
田
・
馬
・
牛
・
土
地
の
神
が
収

穫
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
田
の
神
を

送
っ
て
年
・
ト
シ
・
１
年
が
終
わ
り

ま
す
。
★
「
遠
野
物
語
」
で
名
高
い

伝
承
文
化
（
岩
手
県
遠
野
市
）
を
語

り
部
の
皆
さ
ん
が
今
も
な
お
伝
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国
の
文
化
の

原
風
景
が
、
ま
だ
ま
だ
地
方
に
は
埋

も
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
宝
石
箱
・

地
域
価
値
創
造
の
資
源
で
す
。
年
・

ト
シ
は
、
太
陽
と
月
な
ど
自
然
と
大

地
の
恵
み
、
神
か
ら
生
命
の
糧
「
稲
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
・
「
氣
」
が
与
え

ら
れ
る
１
年
の
稔
り
そ
の
も
の
で
す
。

太
陽
太
陰
暦
カ
レ
ン
ダ
ー
を
発
行
す

る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
「
神
宮

暦
」
の
神
宮
司
庁
は
、
そ
の
自
然
と

の
共
生
の
証
・
指
標
と
言
え
ま
す
。

★
「
間
」
、
「
年
・
ト
シ
」
を
取
る

数
え
年
の
考
え
方
も
同
様
で
す
ね
。

「
奥
の
世
な
み
は
近
年
の
出
来
」
。

先
憂

後
楽

検
証

伊
勢
神
宮
初
詣
で
数
と

日
経
平
均
株
価
の
関
係
性
は
相
関

「
初
詣
で
」
多
け
れ
ば
株
価
は
高
い
傾
向

「
遷
宮
と
経
済
」
の
関
係
性
を
研
究
し
て

50
年
余
、
式
年
遷
宮
に
限
ら
ず
、
伊
勢
神
宮

へ
の
初
詣
で
客
数
（
３
が
日
・
元
旦
は
大
晦

日
年
越
し
参
り
含
む
）
と
日
経
平
均
株
価
と

の
関
係
は
正
の
相
関
が
見
ら
れ
ま
す
。

表
は
、
前
回
の
第
62
回
式
年
遷
宮
の
平
成

25
（
２
０
１
３
）
年
か
ら
を
例
に
挙
げ
表
記

し
た
も
の
で
す
。
３
が
日
間
の
初
詣
で
客
数

と
各
年
の
大
納
会
日
経
平
均
株
価
の
終
値
を

比
較
し
ま
す
と
初
詣
で
客
数
が
前
年
比
プ
ラ

ス
で
あ
れ
ば
対
象
12
年
間
の
う
ち
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
（
お
か
げ
年
の
反
動
と
考

え
ら
れ
ま
す
）
と
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
、

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
行
動
制
約
の
想
定
外
）

の
３
回
が
逆
相
関
、
日
経
平
均
株
価
と
は
、

総
じ
て
関
係
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

伊
勢
神
宮
年
間
参
拝
客
数
は
、
大
正
４

（
１
９
１
５
）
年
の
１
３
６
万
５
、
５
２
２

人
を
１
０
０
と
し
て
20
年
移
動
平
均
で
見
ま

す
と
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
は
、
７
６
８

万
９
、
０
１
１
人
、
第
一
次
、
第
二
次
世
界

大
戦
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
一
時
期
を
除
き
移
動

平
均
線
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
遷
宮
別
に
幕
末
以
降
の
経
済
（
景

気
の
谷
・
山
）
と
の
関
係
性
で
見
ま
す
と
慶

応
元
（
１
８
６
５
）
年
「
谷
」
、
明
治
（
１

９
０
５
）
年
「
山
」
、
昭
和
20
（
１
９
４
５
）

年
「
谷
」
、
昭
和
60
（
１
９
８
５
）
年
、

「
山
」
で
し
た
。
我
が
国
は
「
40
年
周
期
」

と
言
え
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
は
「
谷
」

を
迎
え
る
こ
と
が
想
定
・
推
測
さ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
遷
宮
で
の
遷
座
は
「
西
か
ら
東
へ
」

に
発
出
し
て
お
り
「
気
候
変
動
の
謎
」
解
明

の
宮
原
ひ
ろ
子
博
士
が
発
見
の
「
太
陽
線
活

動
の
22
年
周
期
」
と
遷
宮
持
統
４
（
６
９
０
）

年
第
１
回
遷
宮
「
西
か
ら
東
へ
」
遷
座
（
戦

国
時
代
１
２
３
年
間
中
断
、
戦
後
４
年
延
期

で
太
陽
線
活
動
周
期
と
符
合
）
・
経
済
の
40

年
周
期
と
の
符
合
は
摩
訶
不
思
議
な
の
で
す
。


